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Dörrzapf さんからは研究内容ではなく、主に Cambridge ⼤学の特徴や教育システムなど

について講演をしていただきました。Cambridge ⼤学は世界で 3 番⽬に古い⼤学で、100 ⼈
以上のノーベル賞受賞者や 200 ⼈程度のオリンピック選⼿を輩出している名⾨校です。カ
レッジ制を採⽤している点が特徴的で、Cambridge ⼤学は 31 のカレッジから構成されてお
り、学⽣は必ずいずれかのカレッジに所属しながら⼤学の授業を受けていまます。カレッジ
ごとに独⾃の⽂化や伝統があり、学⽣間、そして教員も含めて親密なコミュニティを形成し
ています。彼らは⼀緒に授業を受けるだけでなく、課外活動や⽇常⽣活も含めて互いに学び
あい、⾼めあっています。Cambridge ⼤学の教育⽅針として、学⽣が主導的に考え議論する
⼒を養うことを重視しており、これは⼊学試験の基準や授業の進め⽅にも反映されていま
す。St Johnʼs College はカレッジの⼀つで、1511 年に設⽴されました。「フォーマルホール
（Formal Hall）」と呼ばれるフォーマルな⼣⾷会の習慣を持ち、この⼣⾷会にはドレスコー
ド（ガウン）があり、伝統的な雰囲気の中で⾷事を楽しみます。 
 


